
定例会議 ～2023年12月分～

STOP ハラスメント

～みんなで みんなの

職場（支援活動の場）を守ろう～
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【今回の流れ】

➀標準予防策、リバーランの引継ぎについて

②前回の振り返り、感想の共有

③STOP ハラスメント

～みんなで みんなの職場（支援活動の場）を守ろう～

④会議分の『ご本人の様子および特記事項』へ

の記載と送信。
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ヘルパー定例会議12月分。

感想：＊ 3行程度 コメント下さい ＊

① オレンジボタンを押す ② 感想を3行追記する
③ 引継ぎ事項にコピーを押す をお忘れなく



【いつもの連絡：標準予防策】

 とにかく手洗いまたは手指消毒。
訪問直前に行う。

訪問中も適時行う。食事介助の前後、排泄介助の前後、

外出後に利用者宅に戻ったときなど。

マスク着用

体調が悪いときは無理せず休む

 よく食べて よく寝る。
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【いつもの連絡：引継ぎについて】
前の支援の状況が確認できないと不安になる。私が入る前に送信
しといてほしい。。。。

特に、お一人住まいの場合は、前の支援状況を知りたい

【前のヘルパー】 【次のヘルパー】

リバーラン

★ 訪問前に情報を確認
★ 支援後すぐに送信して下さい。



①【サービス提供時の状況】

②【ADLや意欲調子】
③【主な訴えや要望】

④【家族を含む環境】
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『本人の様子及び特記事項』は、

利用者様やご家族も見られます。

『近況報告』は見えないです。

本人・家族
見ます



～前回の振り返り セルフケアついて ～

■ストレス（外側の刺激） → 家庭、地域にもある

■反応 → 身体、心、行動に現れる。個人差がある。

その人が一番弱い所に現れる。

■職業のストレス。

仕事の要因に加えて、個人要因と仕事外の要因が影響

緩衝する要因もある。上司や部下のサポートなど

■ストレスは どこにでもあるもの なので、

上手に、お付き合いする、という捉え方が大切。

■セルフケアの方法

◆ストレッチ ◆適度な運動 ◆快眠 ◆笑う

◆親しい人たちと交流 ◆仕事から離れた趣味を持つ

◆ストレス解消の誤解（をとく） ◆相談することの有用性（を知る）
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感想（抜粋 一例）

今日の定例会議で、ストレスのセルフチェックをして自分で
は気付いてないけどストレスを感じてる時、あるんだなと知り
ました。セルフチェックでどういう部分でストレスを感じてるのか
をよく知れる訳じゃないけど知れて良かったと思いました。最
後にみんなのどうケアをしてるのかを聞けたのは良かったです。

環境や年齢でストレス要因は変わりますね。状況に会わ
せて考え込まずストレスを発散するようにしたいと思います。
健康パッケージも試したいと思います!

ストレスチェック面白かったです。もう一つの職場では、社
員さんはあるかもしれないですが、1パート従業員に対して、
今日のような時間を設けて貰える事はないので、職種、職
場によって、こんなに差があることがわかって、よかったです。



《今月のメインテーマ》・・・～STOP！ ハラスメント～

4月 2023年度の事業所方針 10月 感染症対策・標準予防策

5月 報告の仕方 11月 ストレスマネジメント・体調管理

6月 熱中症の予防 1２月 ハラスメント啓発

7月 事故の予防・ヒヤリハットの必要性 1月 権利擁護・倫理・虐待防止

8月 ヒヤリハット事例検討 2月 BCP対策
9月 健康診断・10月からの時給について 3月 来年度の雇用条件等

下線部分は役所から実施するように指示されている。

ハラスメントとは、相手の意に反する行為によって不快にさせた
り、相手の人間としての尊厳を傷づけたり、脅したりすること。「い
じめ」「嫌がらせ」と同等の意味をもつ行為です。

役所はどうして、対策を求めている？

労働環境を守るため。国の労働人口が減っている。
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 セカンドハラスメント（セカハラ）：ハラスメントを訴えた事に対するハラスメント

 ジェンダーハラスメント（ジェンハラ）：男らしさ、女らしさを強要する嫌がらせ

 アカデミックハラスメント（アカハラ）：大学教授が学生に対する嫌がらせ

 リストラハラスメント（リスハラ）：リストラ対象者に対するハラスメント

 テクスチュアルハラスメント（テクハラ）：文章による嫌がらせ

 キャンパスハラスメント（キャンハラ）：大学でのハラスメント

 スクールセクシャルハラスメント（スクハラ）：教師が生徒へ行う性的嫌がらせ

 ドクターハラスメント（ドクハラ）：医者から患者へのハラスメント

 カラオケハラスメント（カラハラ）：カラオケで無理矢理歌わせるハラスメント

 スモークハラスメント（スモハラ）：喫煙者が非喫煙者に行う嫌がらせエレクトロ
ニックハラスメント（エレハラ）：電磁波や電波による嫌がらせ

 エイジハラスメント（エイハラ）：中高年者に対する嫌がらせ

 シルバーハラスメント（シルハラ）：シルバー世代に対する嫌がらせ

 マリッジハラスメント（マリハラ）：未婚者に対するハラスメント
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 ペットハラスメント：ペットを好きではない人へのハラスメント

 エアーハラスメント（エアハラ）：エアコンによるハラスメント

 ソーシャルハラスメント（ソーハラ）：職場の上下関係をSNSに持ち込むハラスメント
 終われハラスメント（オワハラ）：就活を終わるようせまるハラスメント

 家事ハラスメント（カジハラ）：家事の分担に関するハラスメント

 ゼクシャルハラスメント（ゼクハラ）：結婚を迫るハラスメント

 パーソナルハラスメント（パーハラ）：変な人のレッテルを貼るハラスメント

 ラブハラスメント（ラブハラ）：恋愛に関する話題によるハラスメント

 レイシャルハラスメント（レイハラ）：人種差別的いやがらせ

 レリジャスハラスメント：宗教関係者からうけるハラスメント

 ヌードルハラスメント（ヌーハラ）：麺類をすする音によるハラスメント

 フォトハラスメント（フォトハラ）：写真を勝手にSNSにアップする等のハラスメント

 カスタマーハラスメント（カスハラ）：消費者による店員等へのハラスメント
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ハラスメントについて の まとめ

相手の感情次第で成立する相手が不快な感情を抱けば成立しう
る。

→ ① 誰でも、どんなことでも ハラスメントになりうる。 かつ 、

② した側の意図はとわない

働きやすさ、能力の発揮しやすさを妨げる

深刻な精神的疾患を与えることがある。

昔はこうだった、、、は通じないばかりか、ハラスメントの温床となる

主なハラスメント

①パワハラ ②セクハラ ③マタハラ

・・・利用者様からのハラスメントも問題視されている。 12



パワーハラスメント
（パワハラ)

職場で起こるパワハラは、主に優位な立場にいる人が行う
ものであり、適正な範囲を超え、精神的・身体的に苦痛を
与えて就業環境を害する行為（身体的もしくは精神的な苦
痛を与える）を指します。

パワハラは上司から部下だけではなく、部下から上司に対
しても起こりえます。例えば、別部署から異動してきたば
かりの上司への攻撃など、組織の中で不利な立場や弱い立
場にある人への言動もパワハラにあたります。
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パワハラ6類型
具体的な言動例

パワハラの行為類型

叩く・殴る・蹴るなどの暴行、ケガをさ
せる など

身体的な攻撃1

他の従業員の前で執拗に怒られる、
侮辱される、悪口を言われるなど

精神的な攻撃2

職場の人間から無視される、自分だ
け飲み会に誘われないなど

人間関係からの切り離
し

3

本人の能力以上のことを求められる
など

過大な要求4

本人の能力と比べて明らかに簡単
な仕事をさせられる など

過小な要求5

プライベートについてしつこくきかれ
る など

個の侵害6
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セクシュアルハラスメント
（セクハラ)

職場内で行われる性的な言動により、労働者の労働条件が悪く
なったり、就業環境が悪化すること。

男女雇用機会均等法において、2つの型に分けられている。

労働者の意に反する性的な言動が行われ、
それを拒否したことで解雇、降格、減給などの
不利益を受けること

①対価 型

性的な言動が行われることで職場の環境が
不快なものとなったため、労働者の能力の発揮
に大きな悪影響が生じること

②環境 型
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＜セクハラに該当する行為の例＞

異性の身体に意味もなく触る

恋愛や性に関するテーマで話しかける

社内や取引先などに対して性的な内容の噂を流す

デスクにセクシャルな写真を置く など

同性間でのセクハラ、

女性から男性に対してのセクハラも存在。

また、LGBTQの立場をあえて強調するような言動も
セクハラの背景にもなり得る。
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マタニティハラスメント（マタハラ）
妊娠中または出産前後の女性に対する

ハラスメントのことを言います。

①制度等の利用への嫌がらせ型：
産前休業、育児休業などの制度や措置の利用に関する言動に

より就業環境が害されるもの
例)産前休業の取得を上司に相談したところ、退職を促される
例)同僚から「時短勤務は迷惑」などと継続的に言われ、看過できない程の
支障が生じる

②状態への嫌がらせ型：
女性労働者が妊娠したこと、出産したことなどに関する言動

により就業環境が害されるもの
例）妊娠に対し「忙しい時期を避けるべきだった」などの言動を
繰り返し、看過できない程の支障が生じる
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モラルハラスメント（モラハラ)

従業員の人格や尊厳を傷つけて、精神的

苦痛を与えること。モラハラは、暴力などの物理的な行為がない
のが特徴です。

言葉や態度、身振りや文書などによって、働く人間の人格や尊
厳を傷つけたり、肉体的、精神的に傷を負わせて、その人間が
職場を辞めざるを得ない状況に追い込んだり、職場の雰囲気
を悪くさせること。

＜モラハラに該当する行為の例＞
・無視や舌打ちをする
・必要な連絡をしない など
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（まとめ）ハラスメントについて

【結論】

誰でも 、 どんなことでも 、 ハラスメントになりうる

お互いに 職場の労働環境を守りましょう

みんなで みんなの

職場（支援活動の場）を守ろう

上司も、部下も、サ責同士も。ヘルパー同士も。

利用者側も、ヘルパー側も。

【会社の相談窓口】

主任サ責 和佐

事務局長 古谷（管理者兼務）

代表取締役 藤原（児童デイ管理者兼務） 21



健康的な
組織

誠実さ

エンドユーザーへの意識

相互の価値
観の尊重

積極行動

エネルギー

一つのアプロ
ーチに固執
しない

協働

【法人の行動指針（スタッフへの資質評価項目）について】
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相互の価値観
の尊重

積極行動

エネルギー

一つのアプロー
チに固執しない

協働

健康的な
組織
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反対の様子意味合いと そうである様子項目

・連携をとらない
・コミュニケーションをと
らない

・協調して動く
・コミュニケーションをとっている
・チームワークを大切にしている

協働

・一つのアプローチに
固執する

・一つ目のアプローチで上手くいかな
い時に、そのアプローチに固執せず、
他の方法に切り替えられる。

※引き出しの多さ（アプローチの豊富
さ）というよりは、『一つのアプローチに
固執しないこと』が観点。

一つのア
プローチ
に固執し
ない

・相手の価値観を自分
のと同じ位には尊重し
ない。

自分自身の価値観（基準・考え方）と
同じくらい、他者の価値観に対して尊
重している。

相互の価
値観の尊
重
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反対の様子意味合いと そうである様子項目

・よく休む（不
健康となる）

・陰気な様子

・正のエネルギーを与える
・常に健康
・エネルギッシュである
・周囲に明るさと笑顔を与える

※自己管理できているかどうかではなく、単に健康
で元気で実現できているかどうか。

エネ
ルギ
ー

・腰が重い

・曖昧なボー
ルに対して、
取りにいこうと
しない様子。
お見合いす
る様子。

・率先して行動できている
・誰が対応すべきか曖昧な業務に対しても、積極的
に対応している。

（野球に例えると・・・
フライで上がったボールが、互いのメンバーが取れ
る位置に落ちてきた時に、-つまり自分なのか、他の
人のなのかはっきりしない仕事に対して- 進んで対
応する様。

積極
行動
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反対の
様子

意味合いと そうである様子項目

・利用者様、スタッフ、お金や物や事、組織、グループ、
社会、法律、規則、労働に対して、そして自分の良心に
対して誠実である様子。

誠実さ

・利用者様目線を持てている。

・サービスを利用者様と共に創れている。

・直接関わりのない支援についても当事者意識を持てて
いる。（※経営層～アルバイト、自分の担当～他部門の
利用者様、事務専門～現場専門に関わらず）

エンド
ユー
ザー
への
意識
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